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協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
主
防
災
訓
練
内
容
確
認 

② 

界
隈
展
を
今
年
も
民
俗
辻
広
場

ま
つ
り
に
併
せ
て
開
催
。
文
化
委

員
を
中
心
に
準
備 

③ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
内
容
確

認
。
準
備
は
体
育
委
員
を
中
心
に 

④ 

２
８
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
ま
と
め 

⑤ 

鈴
の
森
神
社
拝
殿
一
部
の
傷
み

確
認
と
修
理
に
向
け
て
の
準
備 

《 

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

》 

★
辻
川
区
運
営
が
新
体
制
に 

 

本
年
度
よ
り
新
し
く
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
協
議
員
に
よ

る
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
密
着
型
の

運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

★
辻
川
界
隈
展
の
内
容
は
？ 

今
年
も
４
月
の
辻
広
場
ま
つ
り

に
合
わ
せ
て
「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
。
受
付

は
１
０
時
か
ら
で
先
着
１
５
０
名
。

完
歩
者
に
は
参
加
賞
用
意
。
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
昔
の
遊
び
体
験

も
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
８
日(

土) 
 

辻
川
界
隈
展 

民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
協
賛 

４
月
２
９
日(

祝) 
 

第
３
回
辻
川 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
２
１
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
１
日(

土) 
 
 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

      

祭
礼
行
事
報
告   

◇
１
月
１
～
３
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
８
日(

日)  
 
 

冬
え
び
す 

 

冷
た
い
小
雨
の
中
、
３
０
余
名
の

参
拝
者
が
地
域
の
元
気
と
平
安
を

祈
願
し
た
。 

◇
１
月
１
４
日(

土) 

と
ん
ど 

最
高
気
温
５
℃
、
最
低
気
温
氷
点

下
３
℃
、
雪
の
舞
う
寒
い
一
日
で
あ

っ
た
が
、「
と
ん
ど
」
で
温
ま
っ
た
。

お
世
話
い
た
だ
く
宮
当
番
に
感
謝

し
つ
つ
、
住
民
主
体
の
年
中
行
事
の

継
続
を
願
っ
た
。 

     

以
上
十
六
隣
保 

 

以
下
十
七
隣
保 

◇
２
月
３
日(

金) 

節
分 

年
越
祭 

 
 

新
宮
当
番
最
初
の
祭
儀
。
厳
冬
期

に
し
て
は
暖
か
な
夜
空
に
井
桁
に

組
ま
れ
た
「
歳
灯
」
の
炎
が
燃
え
上

が
っ
た
。
新
し
い
年
の
元
気
な
門
出

と
寛
容
さ
を
失
い
つ
つ
あ
る
世
界

に
温
か
さ
の
回
復
を
併
せ
て
祈
る
。 

     
◇
２
月
１
２
日 

(
日) 
初
午
祭 

 
今
年
は
参
拝
者
に
赤
飯
お
む
す

び
と
ミ
カ
ン
、
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
が

振
る
舞
わ
れ
た
。
恒
例
の
高
藤
稲
荷

子
ど
も
相
撲
は
残
念
な
が
ら
５
名

の
み
参
加
で
あ
っ
た
。
福
引
が
な
く

な
っ
た
今
、
何
と
か
地
区
の
伝
統
と

し
て
秋
場
所
（
秋
祭
り
宵
宮
）
同
様

こ
の｢

春
場
所｣

も
元
気
に
し
た
い
。 

事
業
報
告 

◆
１
２
月
３
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①  

町
内
会
費
等
、
徴
収
の
依
頼 

平
成
２
８
年
１
月
１
日
現
在
、
７
０
歳
以

上
の
独
居
者
は
消
防
費
が
１
５
０
０
円 

②  

年
末
助
け
合
い
運
動
・
人
形
・

お
札
の
協
力
依
頼 

③  

協
議
員
選
挙
に
向
け
て
各
隣
保

内
選
挙
人
名
簿
の
確
認
依
頼 

④  

次
年
度
事
業
と
し
て
の
要
望
内

容
紹
介
…
■
１
１
隣
保
か
ら
放
送

設
備
増
設
を
→
今
後
４
０
軒
増
の

予
定
の
た
め
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

増
設
と
セ
ッ
ト
で
計
画 

■
１
４
隣

保
か
ら
辻
川
山
山
裾
の
環
境
整
備

を
→
次
年
度
、
方
法
を
検
討
し
た
い
。 

◆
１
月
８
日
（
日
） 

鈴
の
森
神
社
合
格
祈
願
祭 

今
年
で
４
回
目
の
辻
川
区
主
催

の
祈
願
祭
に
、
辻
川
か
ら
１
１
名
、

区
外
か
ら
５
名
の
中
学
３
年
生
を

は
じ
め
と
す
る
受
験
生
と
関
係
者

が
参
加
し
、
本
殿
で
の
ご
祈
祷
と
絵

馬
奉
納
を
行
っ
た
。
当
日
は
あ
い
に 

く
の
冷
た
い
雨
で

あ
っ
た
が
、｢

降
り

込
み
は
吉
事｣

…

き
っ
と
第
一
志
望

校
合
格
間
違
い
な

し
で
す
よ
。 

◆
１
月
２
２
日
（
日
） 

平
成
２
９
年
度
辻
川
区
総
会 

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
協
議
員
選
出 

 

９
６
名
出
席
。
第
１
～
５
号
議
案

承
認
。
５
号
議
案
（
自
治
運
営
規
約

改
正
）
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
位
置
づ

け
、
区
長
等
役
員
の
選
出
や
役
割
等
、

現
状
に
即
し
た
改
正
提
案
が
な
さ

れ
た
。
地
租
割
に
関
す
る
質
問
に
対

し
て
は
、
明
治
時
代
か
ら
の
古
い
区

分
割
（
辻
川
区
民
が
他
地
区
に
割
り

を
支
払
っ
て
い
る
現
状
）
や
し
き
た

り
が
続
い
て
お
り
、
田
原
区
長
会
と

し
て
は
廃
止
の
方
向
を
向
い
て
い

る
が
、
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
ど
な
た
が
猫
の
首

に
鈴
を
付
け
る
の
だ
ろ
う
か
。 

新
た
な
方
法
に
よ
る
協
議
員
選

挙
は
区
全
域
か
ら
新
任
６
名
を
含

む
１
０
名
が
選
出
さ
れ
た
。
と
は
い

え
、
投
票
率
は
約
４
３
％
（
前
回
は

４
１
％
）
と
相
変
わ
ら
ず
低
く
、
投

票
率
ア
ッ
プ
対
策
が
次
回
へ
の
課

題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
な
お
、
新
区

長
に
は
前
副
区
長
の
鈴
木
健
文
氏

が
選
出
さ
れ
た
。 

そ
の
他
報
告
と
し
て
、
鈴
の
森
神

社
駐
車
場
の
一
部
を
区
と
し
て
利

用
希
望
者
と
賃
貸
契
約
を
交
わ
し

た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

◆
１
月
２
８
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

隣
保
編
成
（
隣
保
軒
数
確
認
） 

③ 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

④ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

〔
確
認
〕
◎
隣
保
長
へ
の
配
付
物
は
、

原
則
と
し
て
毎
月
第
一･

第
三
週
末
に

ブ
ロ
ッ
ク
長
経
由
で
届
く
。
◎
と
ん

ど
・
歳
灯
は
宮
当
番
が
事
前
に
消
防
署

と
役
場
生
活
安
全
課
に
電
話
連
絡
を
。 

◆
３
月
５
日
（
日
）
消
火
栓
訓
練 

春
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
消
火
栓
放
水

訓
練
を
実
施
。
消
防
団
員
の
分
か
り

や
す
い
指
導
の
下
、
今
ま
で
に
な
く

多
く
の
住
民
１
１
０
名
が
参
加
。
ブ 

ロ
ッ
ク
の
意
識 

が
高
ま
っ
た
。 
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就
任
の
挨
拶 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

区
長
に
任
命
さ
れ
早
や
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

未
だ
に
不
安
と
戸
惑
い
の
試
行
錯
誤
の
日
々
で
す
。
協

議
員
も
大
半
が
入
れ
替
わ
り
、
期
待
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
辻
川
区
は
ど
こ
の
自
治
会
よ
り
も
先
駆
け
て

多
彩
な
事
業
・
行
事
に
取
り
組
み
、
文
化
財
に
も
恵
ま

れ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
て
お
り
、

自
他
共
に
誇
れ
る
福
崎
町
の
中
核
自
治
区
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

是
も
、
ひ
と
え
に
釜
坂
前
区
長
を
始
め
諸
先
輩
役
員

並
び
に
区
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で

す
。
私
共
も
是
に
恥
じ
ぬ
よ
う
区
民
の
皆
様
方
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
に
全
身
全
霊
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
「
声
が
け
・
挨
拶
」
が
何
時
で
も
誰
と

で
も
で
き
、
地
域
の
協
力
体
制
強
化
、
新
旧
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
、
交
流
を
更
に
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

区
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り 

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お 

願
い
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

4/29 第 3 回辻川グランドゴルフ大会 

★ 8 時～受付  8 時 30 分開会（雨天中止） 

★ 会場；辻川山の町民第 1 グランド 

★ 一般・ジュニア個人戦；各 1～5 位賞品 

★ 全ホールにホールインワン賞 

★ 全員に参加賞進呈 

1/15 大雪の鈴の森神社と狛犬 

 

恵
美
酒
神
社
に
新
鈴
と
鈴
の
緒 

(

１
／
８
冬
え
び
す, 

１
６
隣
保
奉
納)

 

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

新
規
入
会
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

〔
日
時
〕
火
曜
日
と
金
曜
日 

 
 

 

９
時
～
１
０
時
３
０
分 

〔
場
所
〕
第
二
グ
ラ
ン
ド 

辻
川
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会 

代
表 

細
川
健
二
（
２
０
隣
保
） 

2/3 歳灯 

 

1/14 とんど 

 

2/12 初午 

「春場所」 

 

3/4 新妖怪｢山の神｣登場 

 

http://www10.plala/


  
 

 
 
 
  

  
 
 

[

総
世
帯 

３
５
４
軒]  

区 

長 
鈴
木 

健
文 

副
区
長 
植
田 

弘
造
（
総
務
） 

会 

計 

前
田 
亮
平 

協
議
員
（
主
な
担
当
）【
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
】 

 
 
 

松
岡 

信
孝
（
土
木
）【
１
】 

 
 

村
井 

吉
典
（
環
境
）【
１
】 

 
 

鈴
木 

智
久
（
体
育
）【
２
】 

 
 
 

尾
花 

洋
一
（
環
境
）【
３
】 

 
 

松
本 

信
裕
（
広
報
）【
４
】 

 
 

埴
岡 

政
秀
（
文
化
）【
４
】 

 
 

吉
田 

和
弘
（
広
報
）【
５
】 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
）【
５
】 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
[

世
帯
数] 

◎ 

１ 

戸
田 

 

清
浩 

[
1
3
] 

 
 

２ 

田
﨑 

正
和 

[
1
3
] 

 
 

３ 

内
藤 

政
義 

[
3
7
] 

１
４ 

村
井 

吉
典 

[
1
1
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

４ 

上
延 

純
子 

 
[
6
]
 

 
 

５ 

戸
田 

 

雅
吉 

[
1
4
] 

 
 

６ 

前
田 

亮
平 

 
[
8
] 

◎ 

７ 

笹
倉 

昌
人 

 
[
9
] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

 

１
０ 

吉
岡 

邦
行 

[
7
7
] 

◎
１
１ 

松
岡 

定
英 

[
1
0
] 

１
２ 

高
塚
慎
太
郎 

 
[
9
] 

１
３ 

駒
田 

 

忠
成 

[
2
2
] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

８ 

堀 
 

一
夫 

 
[
9
] 

 
 

９ 

大
垣 

和
徳 

[
3
7
] 

１
５ 

鴛
田 

栄
二 

[
1
7
] 

２
０ 

細
川 

健
二 
[
1
2
] 

２
１ 

井
上 

 

雄
太 

[
1
1
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

青
田 

智
浩 

[
1
0
] 

◎
１
７ 

上
延 

博
昭 

[
1
1
] 

１
８ 

中
野 

周
子 

 
[
9
] 

１
９ 

大
山 

昌
彦 

 
[
9
] 

 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

中
村 

哲
雄 (

第
１ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

内
藤 

隆
夫 (

第
２ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

〔
会
長
〕
中
村 

武
嗣 

(

第
３ｸﾗﾌ

ﾞ) 

女 

性 

部 
 

堀 
 

節
子 

商
工
部
会 

 

植
田 

弘
造 

農
業
部
会 

 

上
延 

英
一 

消 

防 

団 
 

箕
野 

真
実 

青 

年 

団 
 

多
田 

凌
輔 

小
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

松
岡 

 

亮 
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

中
西 

 

宏
之 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 
委 
員 

 
 
 
 

上
延
ふ
さ
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

駒
田 

美
幸 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本 

徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡 

初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

堀 
 

節
子 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤 
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

鈴
木 

健
文 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

井
上 

良
宣 

体
育
普
及
員 

 
 

 

上
原 

 

浩 

地
域
活
性
化
戦
略
委
員 

山
口 

章
範 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑 

正
和 

    

辻
川
に
も
あ
っ
た
固
寧
倉  

 

１
８
４
０
年
頃
の
古
図
（
図
１
）

で
は
現
在
の
２
隣
保
の
旧
道
と
辻

川
山
公
園
へ
の
新
道
の
交
差
点
北

東
に
固
寧
倉
〔
こ
ね
い
そ
う
〕
が
見
え
る
。 

福
崎
町
域
の
固
寧
倉
は
、
天
保
１

４
（
１
８
４
３
）
年
に
辻
川
組
（
注
１
）

に
８
ヶ
所
、
山
崎
組
に
８
ヶ
所
設
け

ら
れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
年
に
は
姫
路

藩
内
９
２
ヶ
所
に
固
寧
倉
が
あ
っ

た
と
い
う
。
最
盛
期
の
弘
化
３
（
１

８
４
８
）
年
頃
に
は
姫
路
を
中
心
に

２
８
８
ヶ
所
に
存
在
し
た
そ
う
だ

が
、
現
在
は
神
崎
郡
と
姫
路
市
の
８ 

                        

ヶ
所
に
建
造
物
（
写
真
１
・
２
・
３
）

な
ど
の
遺
構
が
残
る
の
み
で
あ
る
。 

 

固
寧
倉
は
江
戸
時
代
後
期
に
姫

路
藩
が
整
備
し
た
非
常
用
食
糧
備

蓄
倉
庫
で
、
近
在
の
庄
屋
、
富
裕
層

か
ら
穀
物
な
ど
の
提
供
を
受
け
１

８
０
９
（
文
化
６
）
年
頃
発
足
す
る
。

姫
路
藩
で
は
天
保
の
大
飢
饉
（
注
２
） 

          

                                
の
時
に
は
大
い
に
そ
の
力
を
発
揮

し
、
餓
死
し
た
人
数
が
近
隣
の
地
域

に
比
べ
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

２
０
１
５
（
平
成
２
７
）
年
１
月
２

７
日
の
神
戸
新
聞
正
平
調
は
、 

『
（
前
略
）
◆
固
寧
倉
は
江
戸
時
代

後
期
、
姫
路
藩
の
名
家
老
・
河
合
道

臣
（
寸
翁
）
に
大
庄
屋
ら
が
進
言
し
、

藩
内
の
村
々
に
整
備
さ
れ
た
。
（
中

略
）
◆
備
蓄
は
自
発
的
に
行
わ
れ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
全
国
に
広

ま
っ
た
自
主
防
災
組
織
の
原
型
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
穀
物
は
飢

饉
か
ら
多
く
の
民
を
守
り
、
平
時
に

は
低
利
で
貸
し
付
け
ら
れ
た
。
（
中

略
）
◆
固
寧
倉
の
名
称
は
中
国
の
古

典
「
書
経
」
の
一
節
に
由
来
す
る
。

「
民
惟
邦
本
、
本
固
邦
寧
（
民
は
こ

れ
邦
〔
く
に
〕

の
本
〔
も
と
〕
、
本
固
け

れ
ば
邦
寧
〔
や
す
〕

し
）」。
ま
ず
は
民

の
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
―

と
い
う
領
民
優
先
の
哲
学
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
。（
後
略
）』
と
記
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
わ
り 

          （
注
１
）

当
時
の
辻
川
組
は
、
吉
田
・
西
田

原
・
東
田
原
か
ら
北
へ
現
市
川
町
の
市

川
東
側
地
域
（
牛
尾
・
瀬
加
・
田
中
・

小
畑
・
浅
野
・
川
辺
）
な
ど
２
１
カ
村

か
ら
成
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
隣
接
す
る
大
庄
屋
組
に
は
山

崎
組
（
市
川
西
側
の
福
崎
や
現
市
川
町

西
南
部
の
各
村
）・
余
田
組
（
現
八
千
種

各
村
や
山
田
な
ど
）・
御
立
組
〔
吉
田
を

除
く
南
田
原
か
ら
姫
路
市
北
部
（
船

津
・
豊
富
・
砥
堀
）
ま
で
の
２
２
カ
村
〕

が
あ
っ
た
。
当
時
、
辻
川
組
大
庄
屋
の

三
木
家
は
現
市
川
町
～
姫
路
市
北
部
に

ま
た
が
る
五
組
〔
神
東

じ
ん
と
う

郡
御
立

み

た

ち

（
前
八

反
田
）
組
・
余
田
（
前
大
貫
）
組
・
辻

川
組
・
神じ

ん

西さ
い

郡
須
加
院
（
前
田
野
、
そ

の
前
は
犬
飼
）
組
・
山
崎
組
〕
全
体
を

統
括
す
る
大
庄
屋
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

（
注
２
）

天
保
（
１
８
３
０
～
１
８
４
４
）

の
大
飢
饉
（
１
８
３
３
～
１
８
３
９
）
。

長
雨
・
冷
害
に
よ
る
。 

 <

辻
川
と
大
庄
屋
三
木
家
第
二
回

（
３
９
号
）
～
第
四
回
（
４
１
号
）
の

参
考
・
引
用
文
献> 

・
福
崎
町
史
第
二
巻
・
第
三
巻
・
第
三

巻
付
図
「
明
治
廿
四
年
市
川
実
測
図
」 

・
広
報
ふ
く
さ
き
「
大
庄
屋
三
木
家
よ

も
や
ま
話
」
第
１
４
話
（
２
０
０
６
年
７

月
号
）
・
第
１
５
話
（
２
０
０
６
年
８
月

号
）
・
第
８
３
話
（
２
０
１
３
年
３
月
号
） 

・
山
﨑
善
弘
「
三
木
家
と
姫
路
藩
主
・

元
家
老
と
の
文
化
的
交
流
に
つ
い
て
」

２
０
１
１
年
３
月 

・
平
成
２
５
年
度
歴
史
民
俗
資
料
館
連

続
講
座
④
山
﨑
善
弘
「
姫
路
藩
大
庄
屋

制
の
性
格
―
大
庄
屋
三
木
家
文
書
を
素

材
と
し
て
―
」
２
０
１
３
年
１
１
月 

・
三
木
家
文
書
「
諸
事
控
」 

文
化
八
年

（
１
８
１
１
）
～
文
政
一
三
年
（
１
８
３
０
） 

・
三
木
家
文
書
「
諸
事
控 

四
番
」 

 

天
保
八
年
（
１
８
３
７
）
～ 

・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
図
録
№
６

「
２
０
世
紀
の
福
崎
」
２
０
０
０
年
特

別
展
・
同
図
録
№
１
６
「
姫
路
藩
と
ふ

く
さ
き
」
平
成
２
２
年
度
特
別
展 

 

編
集
後
記 

少
子
高
齢
化
が
益
々
進
行
し
て
い
ま

す
が
、
沖
縄
に
「
五
十
、
六
十
は
花
な

ら
つ
ぼ
み
、
七
十
、
八
十
は
働
き
盛
り
、

九
十
に
な
っ
て
迎
え
に
来
た
ら
、
百
ま

で
待
て
と
追
い
返
せ
」
と
い
う
古
い
数

え
唄
が
あ
る
そ
う
で
す
（
秋
坂
真
史
著

「
気
が
つ
け
ば
百
歳
」
）
。
辻
川
区
の
自
治

会
活
動
や
辻
川
界
隈･

辻
川
山
の
文
化･

観
光
対
策
も
「
つ
ぼ
み
」
と
共
に
「
働

き
盛
り
」
の
知
と
力
が
ま
だ
ま
だ
必
要

と
感
じ
た
こ
の
十
年
で
し
た
。（
田
﨑
） 

平
成
２
９
年
度 

辻
川
区
役
員
一
覧 

〈
３
／
２
１
現
在
〉 

江
戸
時
代
後
期
の
辻
川
と 

大
庄
屋

三
木
家
（
最
終
回
） 

写真３ 姫路市東山の固寧倉 

写真は地元の橋本久美子氏提供 

姫路市野里の固寧倉 写真２ 

1840 年頃の古図  広報ふくさき 2013 年 3 月号 大庄屋三木家よもやま話第 83 話より 
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固
寧
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金
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露
地
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裏
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御
成
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古
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高
札 吉

兵
衛 

次
郎
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衛
門 

仙
吉
居
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三
木
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有井堂 

新
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現
在
の
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図１ 

写真１ 

福崎町福田の固寧倉 
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